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Aspects of the theory of syntax



解答例　第 12 回（面談日の二度目の変更をお願いする）



解説文　第 12 回（面談日の二度目の変更をお願いする）

①できるだけ名詞で「お願い」「ご依頼」などと書く。（　　）には「～について／～の件で」

など、「お願い」の内容を書いておく。

②メールの受け手が先生の場合は、は必ず「○○先生」と書く

③本来は、直接会うまたは、電話で話すのが礼儀なのに、そうできなかったので、このような

挨拶が必要。

④なぜメールをしたのかその理由を書く。「今日は標記の件で（お願い／ご依頼）があり、ご

連絡させていただきまし」という形。標記は、件名とほぼ同じ意味。

⑤担任なので、よく知っているし、一度面談の変更をしてもらったので、状況説明より「依頼」

を先に書きたい。そうすることで、伝えたい内容を早く先生に知らせることができる。その

際、「用件から申します」と最初に書いておく。

⑥頭に「大変申し上げにくいのですが、」を添えることで、これから負担の大きい依頼がされ

るマーカーとなり、相手に心の準備をさせることができる。同時にメール送信者自身が、本

依頼内容を申し訳なく思っていることを示すことができる。「～ていただくわけにはいきま

せんでしょうか」は、最上級の「お願い・依頼」の表現。相当無理なお願いをする場合に、

使われる。

⑦依頼の後に、状況を説明するが、頭に「実は」と書いて、始める。

⑧依頼内容。「どうしても外せない用事」と書くと、なんとか問題を解決しようと努力したこ

とが伝わる。文末を「てしまいました」とすると、自分もこのような事情になって残念に思っ

ている、との気持ちが相手に伝わる。

⑨丁寧に謝る。

⑩「返事をもらいたい」などの２つ目の依頼。「お知らせいただけるとありがたいです」など

の表現でもよい。また、自分の勝手で、もう一度変更をお願いするのだから、先生が対応で

きる日時に合わせるのがよい。

⑪「自分勝手なことばかり言って、すみませんが」の丁寧な言い方。

⑫「どうか」のより丁寧な表現

⑬最後に名前を書く。






